
平成１８年（２００６年）８月４日発行－７－　　（２０７号） 議 会 だ よ り

賛
成
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

賛
成
す
る
第
一
の
理
由
は
、
グ

ア
ム
新
基
地
建
設
費
の
負
担
は
、

今
ま
で
の
「
思
い
や
り
予
算
」
の

枠
を
こ
え
米
世
界
戦
略
に
加
担
し

日
米
同
盟
を
地
球
規
模
に
拡
大
す

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
目

に
、
米
軍
基
地
再
編
強
化
は
、
騒

音
や
事
故
、
事
件
な
ど
住
民
に
耐

え
が
た
い
負
担
を
強
い
る
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
、
所
得
格

差
が
社
会
問
題
に
な
る
中
、
国
民

に
は
増
税
と
負
担
増
を
押
し
つ
け

な
が
ら
、
３
兆
円
も
の
税
金
を
米

の
戦
争
政
策
に
投
入
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
起
源
は
平
和

の
祭
典
だ
が
、
国
威
発
揚
や
大
型

開
発
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　

今
回
の
招
致
は
、
ま
ず
情
報
公

開
、
市
民
参
加
が
全
く
不
十
分
。

　

招
致
目
的
は
経
済
大
国
と
し
て

の
日
本
を
再
び
世
界
に
誇
示
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
、
教
育
基
本
法

に
愛
国
心
が
導
入
さ
れ
よ
う
と
い

う
現
状
か
ら
は
内
心
の
自
由
を
侵

す
傾
向
の
加
速
も
危
惧
さ
れ
る
。

　

環
境
破
壊
や
過
大
な
財
政
負
担

を
伴
う
道
路
整
備
な
ど
の
開
発
も

計
画
さ
れ
て
お
り
、
持
続
可
能
な

社
会
の
あ
り
方
に
も
反
す
る
。

議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席
会派名（人数）　※議長は除く

改
革
連
合　
（２）

日
本
共
産
党　
（４）

民　

主　

党　
（４）

公　

明　

党　
（３）

み
ど
り
の
風　
（５）

自
由
民
主　
（５）要　　　　　　　　　　　　旨件　　　　　　名

原　案
可　決

○○○○○○

脳脊髄減少症は、交通事故やスポーツ障害などによる頭部や全身への強い衝撃で、脳脊髄液が慢性的に
漏れ続け様々な症状が複合的に発現する病気で患者や家族の苦労は計り知れない。そこで、国に次の措
置を要望する。①患者の実態調査と支援体制の確立。②脳脊髄液減少症の診断法やブラッドバッチ療
法など治療法の確立と保険適用。

脳脊髄液減少症の研究・治療等の推
進を求める意見書

原　案
可　決

○×△○×○

我が国は人口減少社会に突入した。今後、約３０年間は１５～６４歳の生産年齢人口が減少し続ける。よっ
て、これからの働き方や暮らし方を見直して「仕事と生活の調和」を図り豊かで活力ある社会が実現で
きるよう「仕事と生活の調和推進基本法」（仮称）を制定すべきである。そして総合的かつ計画的に施
策を実行するよう要望する。

「仕事と生活の調和推進基本法」（仮
称）の制定を求める意見書

原　案
可　決

○×○○○１
×４○

オリンピックは、スポーツを通じて世界平和の実現に大きく貢献する世界最大のスポーツ・文化の祭典
である。第１８回東京大会から約半世紀後の開催は、世界平和を希求する強い意思をアピールし、豊かで
安全な成熟した東京の姿を全世界に示す絶好の機会となる。２０１６年開催第３１回オリンピック競技大会
の東京招致を強く求める。

第３１回オリンピック競技大会の東京
招致に関する決議

否　決×○△×○×

政府は５月３０日の閣議で、全国各地の米軍基地強化の計画と米軍海兵隊のグアム移転費の３兆円の経費
を分担することなどの基本方針を決定した。今回の閣議決定は、関係する自治体と住民の大多数が撤回
を繰り返し求めてきたものであり、許しがたい暴挙である。よって３兆円の負担を強いる米軍再編の閣
議決定の撤回を求める。

３兆円の負担を強いる米軍再編閣議
決定の撤回を求める意見書

原　案
可　決

○○○○○○

２００２年に児童扶養手当法が一部改正され、２００８年度から児童扶養手当が見直され受給５年後又は支給要
件に該当後７年以降は政令で、手当額の２分の１を超えない額を支給しないと規定された。しかし、
２００３年度全国母子世帯等調査で子育て中の生活苦がはっきりしたので、児童福祉手当を激減させる政令
見直しを求める。

児童扶養手当の激減見直しを求める
意見書

※可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。原稿は提案議員が作成しております。

意 見 書 ・ 決 議 の 審 議 結 果

議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席付　
　

託　
　

先

会派名（人数）　※議長は除く
改
革
連
合　
（２）

日
本
共
産
党　
（４）

民　

主　

党　
（４）

公　

明　

党　
（３）

み
ど
り
の
風　
（５）

自
由
民
主　
（５）要　　　　　　　　　　　　旨件　　　　　　名

不採択×○××○４
×１×厚

�学校給食検討委員会の答申を尊重し、民間委託の計画及び合成樹脂製食器導入計画を中止するこ
と。�給食についての市の考え及び検討委員会の答申を、全小中学校の保護者に説明し、保護者の
意見を充分に聞くこと。�５０年以上かけて築き上げてきた小金井の学校給食を、さらに充実させる
ことを求めるもの。

学校給食の民間委託計画と合成樹脂
製食器導入計画の中止を求める請願
書

採　択○△○○○４
×１○総職員互助会への交付金を、職員側負担と同額にまで引き下げるための必要な措置を求めるもの。

人件費削減のため、職員互助会への
交付金を、職員側負担と同額にまで
引き下げることを求める陳情書

不採択××○×○×総
納税者が自発的意思で、個人市民税の１％以上の一定割合を、市民事業の助成に活かせるよう求め、
このことを踏まえた上で、より妥当な制度とすべく、市民参加で制度導入を検討する付属機関を設
置するよう求めるもの。

個人市民税の１％以上を、納税者の
意思で、市民事業の助成に充当する
ことを求める陳情書

不採択××××○×総
２００４年度一般会計予算に関して、�議案第２７号を修正可決した予算。�議案第４０号を修正可決した
予算。�議案第４３号を原案可決した予算のうち、いずれが小金井市における唯一の正統性を有する
予算であるか、明らかにすることを求めるもの。

２００４年度一般会計の正統性に関する
陳情書

採　択○○○○○○建五日市街道の「小金井公園前」交差点付近に、玉川上水を渡る人道橋を架けることを求めるもの。玉川上水を渡る「人道橋」の設置に関
する陳情書

不採択×○△×××４
△１総

市道１１３号線の交通安全を考慮し、ココバス北東部循環の運行ルートの見直し、もしくは車両の小型
化、及び車両の通学・通園時間帯における通行規制、並びに常時速度違反の取締り強化を要望する
もの。

市道１１３号線の交通安全対策に関す
る陳情書

採　択○○○○○○厚児童扶養手当を激減させる政令の見直しをはかるよう国の関係諸機構に意見書を送付することを求
めるもの。

児童扶養手当の激減見直しの意見書
提出を求める陳情書

採　択○○○○○○駅東小金井駅北口改札口の開設を前倒しし、関係各機関に要望することを求めるもの。中央線立体化工事期間中の東小金井
駅の改善を求める陳情書

採　択○○○○○○厚
支援策として、さらなる軽減策を講じることとあわせて、施設支援費の日割り制度への移行、そして
１０月から新事業体系の移行により、施設あるいは事業存続の危機や、職員のリストラ、労働条件の
引下げにならないように、充分な配慮と支援の検討を求めるもの。

障害者自立支援法施行による本人負
担の軽減を求める陳情書

採　択○○○○○○厚
一般市民が、出資団体であり、補助金交付団体でもある財団法人小金井市体育協会の健全な運営に
協力することができ、各加盟団体の素晴らしい活動がより活発になることを期待して、市体育協会
の情報公開システムがスムーズになることを求めるもの。

財団法人小金井市体育協会の情報公
開に対する整備を求める陳情書

付託先略称　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　　建：建設環境委員会　　駅：駅周辺整備調査特別委員会

第　

回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

３１
会
の
東
京
招
致
に
関
す
る
決
議

学
校
給
食
調
理
の
民
間
委
託

計
画
と
合
成
樹
脂
食
器
導
入

計
画
の
中
止
を
求
め
る
請
願

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

東
京
都
は
晴
海
を
メ
ー
ン
会
場

に
、
都
用
地
を
活
用
す
る
こ
と
で

最
小
の
経
費
で
運
営
す
る
。
さ
ら

に
実
施
段
階
で
の
計
画
で
は
味
の

素
ス
タ
ジ
ア
ム
の
競
技
場
利
用
や

世
界
各
国
か
ら
集
ま
る
人
々
へ
は

多
摩
地
域
の
自
然
環
境
の
紹
介
に

配
慮
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
多
摩

に
は
横
田
基
地
が
あ
り
横
田
に
は

Ｊ
Ｒ
の
引
き
込
み
線
も
入
っ
て
い

て
海
外
の
人
々
に
多
摩
地
域
を
経

由
し
て
の
会
場
観
戦
と
い
っ
た
妙

案
も
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
平
成　
２８

年
開
催
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

を
含
む
本
決
議
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

日
本
共
産
党
は
世
界
の
人
々
が

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流
す
る
平

和
の
祭
典
と
し
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
そ
の
も
の
に
は
反
対
す
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
間
の

石
原
知
事
の
一
連
の
発
言
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
が
巨
大
開

発
の
て
こ
と
さ
れ
、
環
境
破
壊
に

賛
成
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

小
金
井
市
の
学
校
給
食
は
、
栄

養
士
と
調
理
員
が
一
体
と
な
っ
て

児
童
・
生
徒
に
提
供
し
て
き
た
が
、

民
間
委
託
に
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は

で
き
な
く
な
り
、
安
全
で
お
い
し

い
給
食
の
提
供
に
影
響
が
出
る
こ

と
、
中
学
生
の
生
活
は
大
き
く
変

わ
っ
て
お
り
、
す
で
に
他
の
自
治

体
で
は
委
託
費
が
上
が
っ
て
お
り
、

経
費
削
減
だ
け
で
は
考
え
ら
れ
る

べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
直
営
か
民

間
委
託
か
は
結
論
が
出
な
か
っ
た

学
校
給
食
検
討
委
員
会
の
趣
旨
を

尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。
以
上
か
ら

本
請
願
に
賛
成
す
る
。

３
兆
円
の
負
担
を
強
い
る
米
軍
再
編

閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

つ
な
が
る
危
険
性
を
明
白
に
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
と
い
う
大
事
業
を
都
民
の
意

見
も
聞
か
ず
に
秘
密
裏
に
進
め
て

い
る
。
都
民
に
は
福
祉
を
切
り
捨

て
な
が
ら
大
開
発
を
進
め
る
よ
う

な
や
り
方
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果


